
　

キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
入
門　
そ
の
三

　
　
「
対
掌
性
」
を
認
識
し
た
古
代
の
日
本
人

　
　
　
左
巻
き
と
右
巻
き
の
繩
文
を

    　
　
　
土
器
の
装
飾
と
し
て
配
置
し
た
・
・
・

　
日
本
人
の
ル
ー
ツ
は
・
・
・

　

日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
人
類
を
含
む
動
物
は
、
独
自
の
進
化
過
程
に
入
っ
た
と
さ
れ
る

（
何
万
年
か
前
？
）。
日
本
人
は
、
遺
伝
子
に
よ
る
推
定
で
は
、
日
本
列
島
で
誕
生
し
た
と
い
う
。

　
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
知
的
な
活
動
は
、
石
器
を
道
具
と
し
て
使
い
、
狩
猟
で
獲
物
を
得
る
仕
事
か
ら

始
ま
っ
た
。
や
が
て
、
地
球
規
模
の
温
暖
化
に
向
か
う
と
、
日
本
列
島
に
は
森
林
が
拡
大
し
、
ク
リ
な
ど

の
果
実
が
採
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
れ
ま
で
移
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
古
代
人
は
、
住
居
を
つ
く
っ
て
定
住
化
す
る
よ
う
に
な
る
。
列
島

の
全
域
で
発
掘
調
査
が
進
む
と
、
各
地
で
多
数
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
地
面
を
掘
っ
て
つ
く
ら
れ
た

「
竪
穴
住
居
」
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
は
「
土
器
」
な
ど
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
た
。

　

日
本
人
は
土
器
を
創
作
し
た
・
・
・

　
「
土
器
」
は
食
料
を
煮
炊
き
す
る
た
め
に
、
粘
土
を
捏
ね
て
筒
状
の
形
に
成
形
し
た
の
ち
素
焼
き
で
作

ら
れ
、そ
の
表
面
は
多
様
な
文
様
で
装
飾
さ
れ
た
。
主
に
、植
物
の
茎
な
ど
で
撚
っ
た
縄
が
使
わ
れ
た
の
で
、

何
時
し
か
、「
縄
文
土
器
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

日
本
列
島
で
縄
文
土
器
が
使
わ
れ
た
時
代
は
、
約
一
万
五
千
年
前
（
紀
元
前
百
三
十
一
世
紀
こ
ろ
）
に

遡
る
。
以
後
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
ほ
ぼ
、
二
千
三
百
年
前
（
紀
元
前
四
世
紀
こ
ろ
）
に
か
け
て
、
古
代

人
（「
縄
文
人
」）
は
日
本
列
島
で
活
動
し
た
の
で
あ
る
。

　

世
界
的
な
視
野
に
お
い
て
、
煮
炊
き
が
で
き
る
、「
縄
文
土
器
」
に
類
い
す
る
土
器
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、「
縄
文
土
器
」
は
、
日
本
の
古
代
人
の
創
作
品
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
は
無
い
。

　

本
書
の
入
門
そ
の
三
で
は
、縄
文
土
器
の
文
様
が
左
巻
き
と
右
巻
き
の
繩
文
を
も
っ
て
い
て
、縄
文
人
が
、

左
右
双
方
に
縒
ら
れ
た
「
キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
」
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
対
し
て
、
右
ね
じ
オ

ン
リ
ー
に
入
っ
た
現
代
で
は
、
逆
ね
じ
が
等
し
く
配
置
さ
れ
る
こ
と
は
無
く
な
っ
た
。

-16000
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「
縄
」
の
時
代
が
始
ま
っ
た
・
・
・

　

古
代
の
日
本
で
、縄
の
文
様
を
配
し
た
土
器
が
作
ら
れ
、使
用
さ
れ
た
、一
万
年
余
り
の
時
代
は
、「
縄
文
時
代
」

と
呼
称
さ
れ
る
。「
石
器
時
代
」
の
終
わ
り
、
紀
元
前
１
３
０
、０
０
０
年
前
か
ら
、
紀
元
前
８
０
０
年
、
今
か

ら
２
８
０
０
年
前
に
至
る
、
な
ん
と
、
一
万
三
千
年
余
り
の
時
に
な
る
。
そ
の
経
過
を
顧
み
る
こ
と
、
現
代
に

繋
が
る
、
以
下
、
膨
大
な
時
間
と
付
き
合
う
こ
と
に
し
た
い
。

　

現
代
と
は
異
な
り
、
歴
史
上
で
の
異
変
歴
史
の
区
分
を
記
録
と
し
て
、
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
時

代
の
こ
と
な
の
で
、
十
把
一
絡
げ
に
し
て
大
ま
か
に
議
論
ず
る
・
・
・
、
と
い
う
よ
り
手
の
打
ち
よ
う
が
無
い
、

云
い
方
に
よ
れ
ば
、
他
に
な
す
術
が
無
か
っ
た
時
代
と
考
え
た
い
。
文
字
も
、
言
葉
も
不
明
で
、
残
さ
れ
た
の

は
、「
土
器
」
と
、
そ
の
表
面
に
作
ら
れ
た
図
柄
、
文
様
だ
け
な
の
で
あ
る

　

縄
文
時
代
の
土
器
は
・
・
・

　

良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
十
年
（1877
）、
ア
メ
リ
カ
の
生
物
学
者
モ
ー
ス
（Edw

ard Silvester 
M

orse)

が
横
浜
か
ら
新
橋
に
向
か
う
汽
車
の
中
か
ら
貝
塚
を
見
付
け
た
。
こ
の
「
大
森
貝
塚
」
か
ら
出
土
し
た

土
器
を
、
彼
は
報
告
書
の
中
で
「Cord M

arked Pottery
」
と
呼
ん
だ
。
そ
の
訳
語
が
索
紋
、
縄
紋
な
ど
を
経

て
よ
う
や
く
「
縄
文
」
に
落
ち
着
い
た
の
で
あ
る
。
縄
文
土
器
の
発
見
の
糸
口
と
な
っ
た
大
森
貝
塚
は
、
Ｊ
Ｒ
京

浜
東
北
線
・
大
森
駅
近
く
に
あ
っ
て
、
遺
跡
庭
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
線
路
脇
に
は
記
念
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

　

縄
文
土
器
は
北
海
道
を
除
く
日
本
各
地
で
出
土
し
て
い
る
が
、
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
、
Ａ
Ｍ
Ｓ
法
（
極
微
量

の
天
然
レ
ベ
ル
の
放
射
性
炭
素C14

を
高
感
度
で
計
測
す
る
技
術
）
で
測
定
し
た
値
を
暦
年
代
に
補
正
す
る
と
、

約
１
万
５
千
年
前
と
な
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
土
器
は
世
界
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
れ
も
一
万
年
を
わ
ず
か
に
越
え
る
程
度
の
古
さ
な
の
で
、
素

焼
き
の
「
縄
文
土
器
」
は
世
界
最
古
の
土
器
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

日
本
列
島
で
何
故
、
世
界
の
何
処
よ
り
も
早
く
土
器
作
り
が
始
ま
っ

た
の
か
、
そ
の
理
由
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　
土
器
が
発
明
さ
れ
て
・
・
・

　

石
器
や
木
製
の
器
は
本
来
形
の
あ
る
も
の
を
加
工
し
て
生
活
に
供

し
た
も
の
な
の
で
「
自
然
物
」
だ
が
、
土
器
は
人
類
が
形
の
無
い
も
の
か
ら
造
形
し

志木市埋蔵文化財センター
「縄文土器の展示コーナー」
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た
最
初
の
発
明
品
で
あ
り
、「
人
工
物
」
と
い
っ
て
よ
い
。
最
古
級
の
「
草
創
期
」（
一
万
二
千
か
ら
一
万
五
千
年
前
）

の
土
器
に
は
煤
や
滓
が
附
着
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
煮
炊
き
用
で
あ
っ
た
。

　

狩
猟
で
得
ら
れ
る
動
物
性
の
食
料
に
加
え
て
、
婦
女
子
で
も
可
能
な
植
物
性
の
木
の
実
や
根
茎
の
採
集
に
よ
っ

て
、
一
定
の
土
地
へ
の
長
期
の
滞
留
を
促
し
、
や
が
て
定
住
生
活
に
移
行
し
た
。
土
器
に
よ
る
煮
炊
き
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
る
。

　

縄
文
人
は
、「
竪
穴
式
住
居
」
に
居
住
し
て
狩
り
や
漁
を
行
い
、
木
の
実
を
採
集

し
て
暮
ら
し
て
い
た
。
こ
の
頃
の
主
食
は
ど
ん
ぐ
り
だ
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
苦
く

て
食
べ
ら
れ
な
い
た
め
に
、
す
り
潰
し
て
か
ら
煮
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
ク
を
抜
い
た
の

で
は
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
志
木
市
内
で
発
掘
さ
れ
た
縄
文
土
器
の
調
査
か
ら
・
・
・

　

最
寒
冷
期
を
記
録
し
た
、
一
万
九
千
年
前
こ
ろ
か
ら
地
球
規
模
で
温
暖
化
に
向
か

い
、
人
々
は
定
住
す
る
こ
と
を
始
め
、
食
料
を
煮
た
り
貯
蔵
す
る
た
め
の
土
器
が
出

現
し
た
。
土
器
に
は
共
通
し
て
縄
文
（
縄
目
の
文も

ん

様よ
う

）
が
見
ら
れ
た
の
で
、「
縄
文
土
器
」
と
呼
ば
れ
、「
縄
文
時
代
」

の
名
称
が
定
着
し
た
の
で
あ
る
。

　

縄
文
海
進
の
時
代

　

海
面
が
上
昇
し
て
海
水
が
侵
入
し
、
現
在
の
東
京
湾
は
北
に

「
奥
東
京
湾
」
を
形
成
し
、
さ
ら
に
北
上
し
て
東
西
に
二
分
さ

れ
、
紀
元
前
六
千
年
こ
ろ
に
な
る
と
、
西
側
の
入
江
は
川
越
近

く
ま
で
入
り
込
む
。「
縄
じ
ょ
う

文も
ん

海か
い

進し
ん

」
と
呼
ば
れ
、
海
面
は
三
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
上
昇
し
て
、
現
・
柳
瀬
川
の
流
域
は
「
古
入
間
湾
」

と
呼
ば
れ
る
水
域
と
化
し
た
。
志
木
市
の
東
方
に
当
る
宗
岡
地

区
は
海
面
下
に
沈
み
、
志
木
地
区
と
の
境
界
は
海
岸
と
な
る
。

　

気
温
は
今
よ
り
も
一
、二
度
高
く
、
温
暖
な
気
候
の
た
め
，
湧

き
水
や
海
産
物
が
豊
か
な
丘
陵
の
崖
線
に
は
人
々
が
好
ん
で
集

ま
っ
て
居
住
し
た
。
志
木
市
内
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
多
数

の
縄
文
時
代
住
居
が
発
掘
さ
れ
、
遺
跡
か
ら
は
、
多
種
多
様
な

縄
文
人
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
特
に
、
こ
の
時
代
の
人
々

が
食
べ
た
あ
と
捨
て
た
貝
殻
な
ど
が
、「
貝
塚
」
と
し
て
残
さ
れ
、

重
要
な
遺
跡
と
な
っ
た
。

復元された縦穴住居の内部

富士見市・水谷貝塚公園

縄文海進のころ 　現在の柳瀬川は「古入間湾」だった
古入間湾の対岸に所在していた「水子貝塚」と「城山貝塚」は対応する
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前
頁
の
図
に
は
、
北
上
し
た
「
奥
東
京
湾
」
が
さ
ら
に
「
古
入
間
湾
」
を
形
成
す
る
地
形
と
、
沿
岸
に
残
さ
れ

た
「
貝
塚
」
の
位
置
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。　

国
内
で
発
見
さ
れ
た
「
貝
塚
」
は
二
千
五
百
個
余
り
だ
が
、
ほ
ぼ

半
分
が
関
東
地
方
に
、
し
か
も
全
体
の
四
分
の
一
近
く
は
、
東
京
湾
の
東
沿
岸
、
特
に
千
葉
の
海
沿
い
に
集
中
し
て

い
る
。

　

志
木
市
に
は
、現
・
志
木
中
学
校
沿
い
の
道
路
際（
柏
町
四
丁
目
）の
斜
面
に「
城
山
貝
塚
」が
所
在
し
て
い
る
。「
城

山
」
と
は
、こ
の
辺
り
一
帯
の
字
の
名
前
で
、周
辺
で
縄
文
前
期
後
葉
の
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
た
の
で
、前
期
中
葉
（
約

六
千
年
前
）
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
貝
塚
は
、
何
時
で
も
目
前
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
志
木
市
内
最

古
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。

　

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
縄
文
人
の
遺
物
と
し
て
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
・
マ
ガ
キ
・
ハ
マ
グ
リ
な
ど
、
合
わ
せ
て
十
一

種
類
の
貝
類
が
確
認
さ
れ
た
。
平
成
二
年
に
立
て
ら
れ
た
志
木
市
の
史
跡
案
内
板
に
よ
れ
ば
、
淡
水
系
の
貝
を
主

体
と
す
る
縄
文
海
進
の
最
盛
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

市
内
に
は
、
そ
の
他
に
も
、
幾
つ
か
の
貝
塚
が
確
認
さ
れ
た
が
、
農
地
と
し
て
耕
作
さ
れ
、
或
い
は
発
掘
・
調

査
後
に
埋
め
ら
れ
て
、
地
表
に
は
残
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
城
山
の
対
岸
に
「
水
子
貝
塚
」
が
あ
る
・
・
・

　

志
木
市
の
城
山
貝
塚
は
規
模
が
小
さ
い
が
、
そ
の
北
に
は
、
も
っ

と
規
模
の
大
き
な
貝
塚
、「
水
子
貝
塚
」
が
所
在
す
る
。
縄
文
時

代
に
は
、
海
進
に
よ
っ
て
、
現
在
の
柳
瀬
川
に
沿
っ
て
入
江
が
形
成

さ
れ
て
い
た
の
で
、「
水
子
貝
塚
」
の
位
置
は
、
丁
度
、
城
山
の
北

に
当
る
対
岸
と
な
る
。
規
模
の
大
き
な
「
水
子
貝
塚
」
は
、
縄
文

時
代
前
期
（5,500

〜6,000

年
前
）
の
代
表
的
な
貝
塚
と
し
て
、
昭

和
四
十
四
年
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

　

貝
塚
と
古
え
の
ム
ラ
を
保
存
す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
、
約
四
万

平
方
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
に
全
長
約
六
百
メ
ー
ト
ル
の
園
路
を
も
つ
史

跡
と
し
て
、「
水
子
貝
塚
公
園
」
が
つ
く
ら
れ
た
。
公
園
内
に
は
「
竪

穴
住
居
」
が
復
元
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
棟
に
は
、
当
時
の
居
住
生

活
の
様
子
が
再
現
さ
れ
た
。
ま
た
、「
水
子
貝
塚
公
園
資
料
館
」
が

開
館
し
て
、
埋
蔵
さ
れ
て
い
た
資
料
の
多
く
が
収
納
、
展
示
さ
れ
て

い
る
。

水子貝塚公園全景
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土
器
の
展
開
を
「
編
年
」
で
辿
る
・
・
・

　

志
木
市
の
遺
跡
の
発
掘
・
調
査
は
す
で
に
半
世
紀
に
も
及
ぶ
。
市
内
の
主
な
「
縄
文
土
器
編
年
表
」
を
使
っ
て
、

考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
表
の
「
土
器
の
形
式
」
で
は
、
特
に
土
器
の
「
文
様
」
に
注
目
し
た
い
（
土
器
編
年

と
文
様
に
つ
い
て
は
、56

頁
の
注
釈
を
参
照
す
る
こ
と
）。

　
♢ 

約13,000

〜10,000

年
前
の
草
創
期
は
・
・
・

　

日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
は
慣
れ
る
直
前
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
短
期
間
に

寒
暖
が
起
こ
り
、
気
候
と
環
境
の
変
化
は
厳
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
や

が
て
温
暖
化
が
進
み
、
氷
河
が
溶
け
て
海
水
面
は
上
昇
し
て
、
海
が
陸
地
に
侵

入
す
る
。「
海
進
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

貝
類
や
魚
類
が
新
し
い
食
料
と
な
っ
た
が
、
狩
猟
の
獲
物
は
、
象
や
野
牛
な

ど
の
大
型
哺
乳
動
物
か
ら
中
・
小
の
哺
乳
動
物
、
鹿
や
猪
な
ど
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
。

　

草
創
期
の
土
器
は
「
隆
起
線
文
系
」
で
始
ま
る
。
口
縁
（
口
の
部
分
）
近
く
、

胴
体
上
部
に
、
粘
土
の
帯
の
装
飾
を
も
つ
。
つ
い
で
、
器
面
に

ヒ
ト
の
爪
の
形
な
ど
を
押
し
付
け
た
「
爪
形
文
系
」
の
土
器

が
現
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
つ
づ
く
「
多
縄
文
系
」
と
云
わ
れ

る
土
器
に
は
、
縄
を
器
面
に
押
し
付
け
て
縄
目
を
つ
け
、
或

い
は
、
縄
を
回
転
さ
せ
て
縄
文
を
つ
け
、
さ
ら
に
左
撚
り
と

右
撚
り
の
区
別
が
で
き
て
、
装
飾
は
多
様
な
も
の
と
な
る
。

区
分土器の形式

13000

10000

（出現期土器郡）

（隆起線文系）

爪形文系

多縄文系
撚糸文系 夏　 島

稲 荷 台
稲 荷 原
花 輪 台

貝殻・沈線文系
田戸下層

条痕文系 野 島
鵜 ヶ 島 台
茅 山
打 越
下 吉 井

羽状縄文系
花 積 下 層
関 山
黒 浜

諸 磯 浮島・興津
十 三 菩 提
五 領 ヶ 台

勝坂 阿玉台
曽利 連弧文 加曽利 E

加曽利 B

称 名 寺

堀之内

安行１・２

安行３

千網

6000

5000

4000

3000

2300

草

創

期

早

期

前

期

中

期

後

期

晩

期
弥
生

時
代

12000

11000

9000

8000

7000

志
木
市
内
の
主
な
縄
文
土
器
編
年
表

隆起線文系土
h t t p : / / w w . t o k a m a c h i - m u s e u m . j p /
bunka05_shishitei/ shishitei_190101.html
十日町市博物館指定文化財

爪形文系土器
https://www.city.machida.tokyo.jp/smph/
bunka/bunka_geijutsu/cul/cul08.html
町田市考古資料室展示資料
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縄
文
時
代
の
最
初
の
段
階
で
は
、
無
文
土
器
を
特
徴
と
し
て
い
た
が
、
第
二
段
階
で
は
、
豆
粒
状
の
粘
土
粒
を
貼

付
け
た「
豆
粒
文
土
器
」と
い
わ
れ
る
土
器
と
な
り
、隆
起
線
文
土
器
群
へ
と
進
む
。
第
三
段
階
は
爪
形
文
土
器
群
で
、

さ
ら
に
第
四
段
階
が
多
縄
文
土
器
群
で
あ
る
。

　

下
図
に
は
、
千
葉
県
我
孫
子
市
の
布ふ

さ

よ

ま

ど

佐
余
間
戸
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

多
縄
文
系
土
器
の
一
部
と
、
こ
れ
ら
の
断
片
か
ら
推
定
さ
れ
た
全
体
図

を
掲
げ
た
。
サ
イ
ズ
は
、
口
径
：17.6

、
高
さ
：15.5

、
底
径
：6.8

セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
土
器
の
表
面
に
は
縄
文
が
施
さ
れ
、
口
唇
部
に

は
刻
み
が
施
さ
れ
て
い
る
。
出
展
は
、「
あ
び
こ
電
脳
考
古
博
物
館
」 

w
w

w
.city.abiko.chiba.jp 　

　
「
縄
文
草
創
期
」
の
志
木
市
内
で
は
・
・
・

　
「
城
山
遺
跡
」
か
ら
、「
爪
形
文
系
土
器
」、
一
点
が
出
土
し
、
続
い
て
、「
多
縄
文
系
土
器
」」
が
発
見
さ
れ
た
。

　
注　
縄
文
土
器
を
理
解
す
る
た
め
に
・
・
・

　

長
い
年
月
の
間
に
土
器
の
形
は
変
化
し
た
が
、
そ
の
流
れ
を
系
統
的
に
整
理
し
よ
う
と
い
う
努
力
が
積
み
重
ね
ら

れ
、
そ
の
基
準
を
定
め
る
た
め
に
、
考
古
学
上
で
定
め
た
「
標
準
遺
跡
」（
又
は
「
基
準
遺
跡
」）
か
ら
発
掘
さ
れ
た
土

器
を
「
標
準
土
器
」（
又
は
基
準
土
器
）
と
し
て
選
び
、
そ
の
年
代
を
比
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
提
案
さ
れ
た
。

　

標
式
遺
跡
（type site

）
あ
る
い
は
標
準
遺
跡
（standard site

）
は
、
考
古
学
上
の
遺
構
、
遺
物
、
さ
ら
に
、

そ
れ
ら
の
関
連
性
を
集
合
し
て
定
義
さ
れ
る
。
特
定
の
型
式
・
形
式
・
様
式
、
あ
る
い
は
、
年
代
、
文
化
期
、
文

化
層
の
命
名
、
時
期
区
分
名
の
命
名
の
契
機
と
な
っ
た
遺
跡
、
遺
構
、
遺
物
が
検
出
さ
れ
た
遺
跡
自
身
の
こ
と
で
あ

る
。
縄
文
遺
跡
は
関
東
地
方
に
密
集
し
て
お
り
、大
部
分
の
「
標
準
遺
跡
」
は
現
・
東
京
都
一
帯
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。

　

縄
文
時
代
の
区
分
は
六
つ

　

前
記
の
「
標
準
土
器
」
と
い
う
指
標
で
区
分
さ
れ
、承
認
さ
れ
た
る
に
到
っ
た
の
は
、草
創
期
・
早
期
・
前
期
・
中
期
・

後
期
・
晩
期
と
い
う
区
分
で
あ
る
。

　
「
土
器
編
年
」
と
は
？

　

文
字
も
無
か
っ
た
時
代
の
こ
と
な
の
で
、
土
器
が
制
作
さ
れ
た
実
年
代
・
絶
対
年
代
は
分
ら
な
い
。
そ
こ
で
「
土

器
編
年
」
と
い
う
概
念
で
年
代
を
論
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
土
器
の
年
代
は
、
そ
れ
よ
り
古
い
、い
や
新
し
い
、

と
い
う
相
対
的
な
、し
か
も
曖
昧
な
推
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
編
年
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、
時
間
の
物
差
し
が
で
き
、

例
え
ば
、
同
じ
時
期
に
、
同
じ
型
式
の
土
器
が
分
布
す
る
地
域
と
、
別
の
型
式
が
拡
が
る
地
域
の
時
代
区
分
の
論
議

な
ど
は
容
易
に
な
る
。　
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♢
草
創
期
に
つ
づ
く
縄
文
早
期
は
・
・
・

　

約10,000

〜6,000

年
前
で
、
日
本
列
島
は
大
陸
か
ら
全
く
離
れ
て
島
国
と
な
る
。
ド
ン
グ
リ
や
ク
ル
ミ
な
ど

の
堅
い
果
実
は
、
栽
培
す
る
農
法
が
形
成
さ
れ
て
、
良
き
食
料
資
源
と
な
っ
た
。
狩
猟
用
の
弓
矢
も
普
及
し
、
漁
労

が
活
発
化
し
て
、
捨
て
ら
れ
た
貝
類
が
残
さ
れ
、
後
の
世
に
「
貝
塚
」
が
出
現
す
る
。

　
「
縄
文
早
期
」
に
志
木
市
内
で
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
・
・
・

　
「
早
期
」の
土
器
と
さ
れ
る「
撚よ
り

糸い
と

文も
ん

系
」と
し
て
、夏
島
式
と
判
断
さ
れ
る
土
器
が
発
見
さ
れ（
志
木
市
史
通
史
編
）、

そ
の
あ
と
、
恐
ら
く
数
百
年
以
上
の
後
の
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
、「
沈
線
文
系
」
の
土
器
と
し
て
、
田
戸
下
層

式
に
比
定
さ
れ
た
も
の
の
断
片
が
で
出
土
し
た
。
ま
た
、、
早
期
後
半
の
条
痕
文
系
土
器
（
主
に
茅か

山や
ま

式
）
の
断
片
が

出
土
し
た
。
市
内
の
縄
文
人
の
活
動
は
こ
の
頃
、活
発
だ
っ
た
の
で
は
、と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
早
期
末
葉
に
な
る
と
、

志
木
市
域
低
地
部
へ
の
海
水
侵
入
が
激
し
く
な
り
、
陸
上
と
内
海
の
双
方
で
食
料
の
獲
得
が
始
ま
り
、
人
口
が
増
加

し
て
、
定
住
化
へ
と
向
か
っ
て
い
た
よ
う
だ
（
志
木
市
史
通
史
編
）。

　
「
中
道
遺
跡
」の
調
査
で
、早
期
末
葉
（
条
痕
文
系
土
器
の
時
代
）の
住
居
跡
一
軒
が
、ま
た
、「
田
子
山
遺
跡
」で
は
、

早
期
の
撚よ
り

糸い
と

文も
ん

・
沈
線
文
・
条
痕
文
系
土
器
が
出
土
し
た
。
そ
の
後
の
発
掘
で
、「
富
士
前
」・「
新
邸
」・「
城
山
遺
跡
」

か
ら
撚
糸
文
系
土
器
が
数
点
出
土
し
、「
中
野
・田
子
山
遺
跡
」
で
は
、
炉
穴
に
伴
っ
て
条
痕
文
系
土
器
が
出
土
し
た
。

　

縄
文
早
期
の
土
器
の
形
式

　

土
器
は
、
輪
型
に
し
た
粘
土
を
積
み
上
げ
て
成
型
し
て
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
と
き
表
面
に
縄
を
当
て

て
転
が
す
と
、
輪
と
輪
の
繋
ぎ
目
が
塞
が
れ
る
た
め
、
ご
く
自
然
に
縄
の
文
様
が
付
く
よ
う
に
な
る
。
正
し
く
、
こ

れ
が
「
縄
文
土
器
」
の
名
称
の
由
来
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
撚
糸
文
系
土
器
」
は
、
撚
り
紐
を
丸
棒
の
軸
に
巻
い
た
原
体
（
絡ら

く

条じ
ょ
う

体た
い

＝
「
絡
」
は
糸
を
か
ら
め
る
＝
）
を
回
転
押

圧
し
て
つ
け
て
施
文
し
た
、
尖
底
深
鉢
型
の
土
器
で
あ
る
が
、
土
器
原
体
を
回
転
し
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
土
器
面
に

押
圧
し
た
文
様
の
も
の
は
、
絡
条
体
圧
痕
文
ー
ら
く
じ
ょ
う
た
い
あ
っ
こ
ん
も
ん
（
軸
に
絡
ま
っ
た
条
、
縄
を
押
し
付
け
た

と
き
に
で
き
る
跡
）
ー
土
器
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
「
撚
糸
文
系
土
器
」
の
標
識
遺
跡
の
一つ
、
夏
島
貝
塚
は
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
夏
島

町
に
所
在
す
る
縄
文
時
代
早
期
・
初
期
の
最
古
級
の
貝
塚
で
、
下
層
か
ら
出
土
し
た
土
器

の
一
群
に
は「
夏
島
式
」の
名
称
が
付
け
ら
れ
、「
標
式
遺
跡
」と
な
っ
た
。「
夏
島
土
器
」は
、

文
様
が
単
純
で
、
底
が
尖
っ
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
（
下
図
）。

　

ま
た
標
識
遺
跡
の
稲い
な

荷り

台だ
い

遺
跡
は
板
橋
区
稲
荷
台
に
あ
る
縄
文
早
期
の
、
そ
し
て
稲
荷

原
遺
跡
は
、
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
春
岡
に
所
在
す
る
遺
跡
、
ま
た
花
輪
台
貝
塚
は
、
茨
城

県
北
相
馬
郡
利
根
町
に
あ
る
縄
文
早
期
の
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
「
貝
殻
・
沈
線
文
系
土
器
」
の
沈
線
文
と
は
、
木
、
竹
、
貝
な
ど
を
引
き
ず
っ
て
、
直

出 展 http://komatsu0513.

heteml.jp/natsusima.html



9495

線
や
曲
線
を
描
く
も
の
で
、
押お
う

捺な
つ
す
る
と
き
も
あ
る
。
沈
線
文
系
・「
田
戸
下
層
式
」
土
器
の
模
様
は
、
し
の
竹
を

半
截
し
て
そ
の
割
れ
目
で
沈
線
を
付
け
る
も
の
だ
が
、「
条
痕
文
系
」
で
は
、
貝
な
ど
の
腹
縁
で
土
器
の
表
面
に
条す
じ
を

付
け
る
。

　
田
戸
遺
跡
は
早
期
の
田
戸
下
層
・
上
層
式
土
器
の
標
識
遺
跡
で
、
神
奈
川
県
横

須
賀
市
田
戸
台
に
所
在
す
る
。「
田
戸
下
層
式
」
土
器
は
ユ
ニ
ー
ク
な
形
の
尖せ
ん

底て
い

を

も
ち
、
ま
た
、
丸
底
で
口
縁
に
小
さ
な
突
起
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　
田
戸
下
層
式
土
器
に
は
、
天
狗
鼻
状
の
鋭
角
な
尖
底
深
鉢
が
多
く
、
砲
弾
形
の

器
形
を
も
ち
、
口
縁
部
は
平
ら
な
も
の
と
波
状
の
も
の
が
あ
り
、
厚
く
て
、
緩
く

外
側
に
反
っ
て
、
外
削
ぎ
状
と
な
っ
て
い
る
。
文
様
の
要
素
は
、
太
・
細
沈
線
文

に
加
え
、
貝
殻
腹
縁
文
、
爪
形
状
刺
突
文
や
ボ
タ
ン
状
の
貼
付
文
も
多
く
用
い
ら

れ
る
が
、
縄
文
を
も
つ
例
も
あ
る
。
文
様
の
モ
チ
ー
フ
は
胴
部
全
面
を
横
位
の
数

条
の
沈
線
文
で
分
帯
し
、
鋸
歯
状
文
・
三
角
形
文
な
ど
を
充
填
し
て
い
る
。
文
様

の
変
化
か
ら
時
期
細
分
が
試
み
ら
れ
、
新
し
い
段
階
ほ
ど
小
渦
巻
文
や
曲
線
文
が

増
え
る
。
関
東
全
域
か
ら
中
部
・
東
北
南
部
に
わ
た
る
広
い
分
布
圏
を
有
す
る
が
、

下
総
台
地
北
部
の
分
布
密
度
は
群
を
抜
い
て
高
い
。
下
図
は
、
成
田
市
で
出
土
し
た
も
の
。　

　
「
条
痕
文
系
土
器
」
は
・
・
・

　

土
器
の
外
面
、
内
面
の
全
体
に
、
平
行
の
細
い
筋
が
無
数
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
筋
は
、
木
の
板
や
二
枚

貝
の
縁
辺
部
分
な
ど
を
用
い
て
、
器
面
を
整
え
る
さ
い
に
残
さ
れ
た
調
整
の
た
め
の
条
痕
で
あ
る
。
規
則
正
し
い
方

向
に
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
装
飾
効
果
を
も
得
て
い
る
。
貝
殻
を
用
い
た
も
の
は
貝
殻
条
痕
文
と
い
わ
れ

て
い
る
。
縄
文
時
代
前
期
以
後
、
後
期
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
後
、
様
々
な
時
期

に
認
め
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
に
も
伝
え
ら
れ
、
弥
生
土
器
と
し
て
、
各
地
で
出
土

し
て
い
る
。

　
「
条
痕
文
系
土
器
」
は
、
檬
浜
市
野
島
貝
塚
を
標
式
遺
跡
と
す
る
。
こ
こ
で
出

土
し
た
「
野
島
式
土
器
」
は
、
一
般
的
に
は
、
鋭
角
の
尖
底
深
鉢
を
基
本
形
態
と

す
る
が
、
平
縁
の
ほ
か
、
緩
や
か
な
波
状
口
縁
を
呈
す
る
個
体
も
多
い
。
胴
部
上

半
に
主
文
様
帯
を
有
し
、
微
隆
起
線
文
で
曲
線
的
な
モ
チ
ー
フ
を
描
き
、
そ
の
間

隙
を
集
合
沈
線
（
沈
線
文
と
は
、
篦へ
ら
や
竹
な
ど
で
線
を
掘
っ
た
文
様
）
で
埋
め
る

も
の
や
、
刺
突
文
・
沈
線
文
・
凹
線
文
でX

字
状
・
三
角
形
の
直
線
的
な
区
画
文

を
描
く
土
器
が
あ
る
。
ま
た
、
貝
殻
条
痕
文
の
み
が
施
さ
れ
た
土
器
を
多
量
伴
っ

て
出
土
す
る
。
条
痕
文
系
土
器
全
般
を
通
じ
て
、
胎
土
に
繊
維
が
混
入
さ
れ
る
。

田
戸
下
層
式
土
器

成
田
市
東
峰
御
幸
畑
西
遺
跡
出
土　

千
葉
県
教
育
庁

文
化
財
課
森
宮
分
室
展
示
室
展
示

野
島
式
土
器

船
橋
市
飛
ノ
台
貝
塚
出
土　

船
橋
市
飛
ノ
台

史
跡
公
園
博
物
館
展
示
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条
痕
文
土
器
群
は
、
貝
殻
条
痕
文
を
地
文
に
用
い
、
胎
土
に
繊
維
を
含
む
。
子し

母ぼ

口く
ち

式
→
野
島
式
→
鵜う

ヶ
島し
ま

台だ
い

式
→
茅か

山や
ま

下
層
式
→
茅
山
上
層
式
の
順
に
変
遷
す
る
。
沈
線
文
土
器
ほ
ど
の
文
様
の
華
や
か
さ
は
無
く
、
繊
維
を

含
む
た
め
に
脆
く
て
、
一
見
す
る
と
、
粗
雑
な
土
器
に
見
え
る
。

　

子
母
口
式
は
沈
線
文
系
土
器
と
条
痕
文
系
土
器
を
つ
な
ぐ
型
式
で
、
文
様
に
は
、
絡
条
体
圧
痕
文
を
多
用
す
る

ほ
か
、
貼は
り

付つ
け

文
（
粘
土
を
土
器
の
表
面
に
貼
り
付
け
て
、
装
飾
効
果
を
高
め
る
文
様
の
総
称
、
代
表
的
な
も
の
に
、
器
面
を
全
周
す

る
よ
う
に
、
帯
状
の
粘
土
紐
を
貼
り
付
け
た
文
様
と
し
て
、
貼
付
突と

っ

帯た
い

文
や
、
棒
状
浮
文
・円
形
浮
文
な
ど
が
あ
る
）
や
、
刺し

突と
つ

文
（
竹

管
、
ヘ
ラ
、
貝
殻
な
ど
の
先
端
を
刺
突
す
る
文
様
）
で
構
成
さ
れ
る
。

　

鵜
ヶ
島
台
式
土
器
は
、
横
須
賀
市
鵜
ヶ
島
台
遺
跡
を
標
式
と
し
て
設
定
さ
れ
、

茅
山
下
層
式
よ
り
も
層
位
的
に
先
行
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
や
や
揚
げ

底
状
の
平
底
深
鉢
が
主
体
で
、
口
縁
部
に
４
単
位
の
小
突
起
を
有
し
、
頸
部
と

胸
部
の
二
か
所
で
屈
曲
す
る
器
形
を
特
徴
と
す
る
。
頸
部
の
屈
曲
を
境
に
上
下

二
段
の
文
様
帯
が
構
成
さ
れ
、
各
々
微
隆
起
線
文
、
沈
線
文
で
幾
何
学
モ
チ
ー

フ
を
描
く
。
ま
た
文
様
の
交
点
に
円
形
竹
管
文
、
半
月
形
刺
突
文
が
加
え
ら
れ

る
特
色
を
も
つ
。
土
器
に
は
、
口
縁
部
に
円
柱
状
の
小
把
手
が
つ
も
の
も
あ
る
。

土
器
内
面
・
外
面
下
半
に
は
貝
殻
条
痕
文
が
深
く
明
瞭
に
施
さ
れ
る
。

　
茅か

山や
ま
式
土
器
の
型
式
設
定
・
・
・

　

横
須
賀
市
佐
原
で
発
見
さ
れ
た
茅
山
貝
塚
は
、カ
キ
を
主
体
と
す
る
純
じ
ゅ
ん

鹹か
ん

貝
塚(
海

に
棲
む
貝
類
か
ら
な
っ
て
い
る)

で
，
沖
積
地
に
東
に
突
き
出
し
た
台
地
の
尖
頭
部

に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
土
器
か
ら
、
茅
山
式
土
器
の
型
式
が
設
定
さ
れ
た
。

こ
の
土
器
は
、
多
量
の
繊
維
を
胎た
い

土ど

（
土
器
本
体
を
つ
く
る
原
料
、
粘
土
や
砂
な
ど
）

に
含
み
、貝
殻
条
痕
文
で
器
面
が
成
形
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
茅
山
式
土
器
は
，野
島
式
，

鵜
ヶ
島
台
式
，
茅
山
下
層
式
，
茅
山
上
層
式
の
各
型
式
に
順
次
細
分
さ
れ
、
器
形
の

面
で
，
野
島
式
土
器
は
尖
底
の
深
鉢
だ
が
，
鵜
ヶ
島
台
式
以
後
に
な
る
と
平
底
が
一

般
化
し
，
土
器
胴
部
に
は
段
が
出
現
す
る
。

　
そ
の
こ
ろ
志
木
市
内
で
は
・
・
・
・

　

各
遺
跡
で
、
多
数
の
「
茅
山
式
」
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
（
早
期
末
葉
）
志
木
市
内
の
縄
文
人
の

住
み
心
地
は
良
く
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
丁
度
、
市
内
の
低
地
に
海
水
の
侵
入
が
激
し
く
な
り
、
内
海
で
の
食
料
の
獲

得
が
始
ま
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
条
痕
文
系
土
器
の
分
布
は
、
柳
瀬
川
右
岸
の
台
地
全
域

に
亘
っ
て
い
て
、
形
式
も
揃
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
住
居
跡
・
土
坑
な
ど
の
遺
構
は
未
だ
に
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
定

住
す
る
ま
で
に
は
到
っ
て
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

鵜
カ
島
台
式
土
器

八
千
代
市
間
見
穴
遺
跡
出
土　

八
千
代
立

郷
土
資
料
館
展
示

茅
山
遺
跡
出
土
土
器

横
須
賀
市
自
然
・
人
文
博
物
館
所
蔵　
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打お
っ
越こ
し
遺
跡
は
・
・
・

　

新
河
岸
川
の
支
流
、
富
士
見
江
川
に
形
成
さ
れ
た
支
谷
に
分
布
す
る
遺
跡
で
、
富
士
見
市
立
み
ず
ほ
台
小
学
校

を
含
め
た
周
辺
地
域
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
旧
石
器
時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
遺
構
が
多
数
確
認

さ
れ
た
。
縄
文
時
代
前
期
の
貝
塚
遺
跡
と
し
て 

戦
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
組
織
的
な
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
縄
文
時
代
早
期
末
の
大
規
模
な
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 　

  

縄
文
時
代
早
期
末
の
土
器
が
出
土
し
、
標
識
遺
跡
と
し
て
の
打
越
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
土
器
は
、
基
準
土
器
と
し
て
認
定
さ
れ
、「
打
越
土
器
」
と
呼
称
さ
れ
る
。
こ

の
土
器
は
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
ほ
か
、
マ
ガ
キ
、
オ
オ
ノ
ガ
イ
、
ハ
イ
ガ
イ
ほ
か
、
出
土

し
た
貝
殻
の
縁
を
使
用
し
て
文
様
を
つ
け
、
尖
底
で
、
砲
弾
に
似
た
器
形
を
特
徴
と

し
て
い
る
。

　
下
吉
井
式
遺
跡
は
・
・
・

　

横
須
賀
市
に
所
在
し
、
下
吉
井
式
土
器
は
、
こ
こ
を
標
識
遺
跡
と
し
て
、
二
次
堆

積
し
た
土
器
で
あ
る
が
、
関
東
南
西
部
を
中
心
に
静
岡
や
長
野
・
群
馬
県
な
ど
に
も

分
布
し
て
い
る
。
下
吉
井
式
土
器
は
、
口
辺
部
に
隆
帯
や
沈
線
で
渦
巻
や
波
状
の
文

様
を
描
く
の
が
特
徴
で
、
胎
土
に
は
繊
維
を
含
む
も
の
が
多
く
、
丸
底
に
近
い
尖
底

の
土
器
で
あ
る
。
下
図
に
示
す
も
の
は
、
平
塚
市
北
金
目
字
溝
ノ
尾
に
所
在
す
る
北
金
目
塚
越
遺
跡
で
出
土
し
た
。

重
複
す
る
二
軒
の
竪
穴
住
居
跡
か
ら
検
出
さ
れ
、
十
数
個
体
分
が
確
認
さ
れ
た
が
、
殆
ん
ど
が
、
完
形
あ
る
い
は
復

元
が
可
能
な
個
体
だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
一
軒
か
ら
は
、
滑
石
製
の
「
玉
」
が
＾
６
個
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い

た
。
装
飾
品
が
広
く
、
普
及
し
始
め
る
時
期
に
当
た
っ
て
い
た
よ
う
で
、
周
辺
か
ら
も
、
け
つ
状
耳
飾
り
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
垂
飾
や
玉
が
見
付
か
っ
て
い
る
。

　
♢
縄
文
早
期
に
つ
づ
い
て
前
期
に
は
・
・
・

　

地
球
規
模
で
温
暖
化
に
向
か
い
、
環
境
の
変
化
が
短

期
間
の
う
ち
に
起
こ
る
。「
前
期
」（
お
よ
そ
五
千
五
百
年
か

ら
七
千
年
前
）
に
入
る
と
、
海
面
は
上
昇
し
て
海
水
が
侵

入
し
、
現
在
の
東
京
湾
が
北
に
延
伸
さ
れ
て
、「
奥
東
京

湾
」
が
形
成
さ
れ
る
。
さ
ら
に
北
上
し
て
東
西
に
二
分
さ

れ
、
紀
元
前
六
千
年
こ
ろ
に
は
、
西
側
の
入
江
は
川
越
近
く
ま
で
入
り
込
む
。

　
「
縄
じ
ょ
う

文も
ん

海か
い

進し
ん

」
の
時
代
へ

　
「
海
進
」
と
呼
ば
れ
、
海
面
は
三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
上
昇
し
て
、
現
・
柳
瀬
川
の
流

域
は
「
古
入
間
湾
」
と
呼
ば
れ
る
水
域
と
化
し
た
。
志
木
市
の
東
方
に
当
る
宗
岡
地

打
越
遺
跡
出
土
土
器

富
士
見
市
水
子
貝
塚
公
園
資
料
館
所
蔵

下
吉
井
式
土
器
と
玉

（
約6,000

ー 6,500 

年
前
）

復
元
高36.4 

㎝

玉
の
径
は
、14

ー 17m
m

平
塚
市
博
物
館
所
蔵　
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羽
状
縄
文
系
土
器
の
文
様
は
キ
ラ
リ
テ
ィ
を
も
ち
、「
対
掌
性
」
の
認
識
は
、
実
に
、
古
代
と
現
代
と
を
繋
い
で

い
る
の
で
あ
る
。

　
矢
と
矢
羽
・
・
・

　

矢
は
、
弓
の
弾
力
を
利
用
し
て
発
射
さ
れ
る
武
具
（
狩
猟
具
）
と
し
て
、
東
西
を
問
わ
ず
、
使
わ
れ
て
き
た
。
矢
の

代
わ
り
に
「
箭
」
の
字
も
用
い
ら
れ
る
。
矢や

羽ば
ね

は
矢
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
羽
で
、
単
に
羽
（
は
）
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
鷲
、鷹
、白
鳥
、七
面
鳥
、鶏
、鴨
な
ど
様
々
な
種
類
の
鳥
の
羽
が
使
用
さ
れ
る
が
、特
に
鷲
や
鷹
と
い
っ

た
猛
禽
類
の
羽
は
最
上
品
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
中
近
世
に
は
武
士
間
の
贈
答
品
に
も
な
っ
た
。
使
用
さ
れ
る
部
位
も

手
羽
か
ら
尾
羽
ま
で
幅
広
い
が
、
尾
羽
の
一
番
外
側
（
石
打
と
呼
ば
れ
る
）
が
最
も
丈
夫
で
、
ま
た
希
少
価
値
も
高
い
た

め
に
珍
重
さ
れ
る
。 

　

鳥
の
羽
は
反
り
の
向
き
で
表
裏
が
あ
り
、
こ
れ
を
半
分
に
割
い
て
使
用
し
、
一
本
の
矢

に
使
う
羽
は
裏
表
を
同
じ
も
の
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
一
対
、
二
種
類
の
矢
が

作
ら
れ
、
矢
が
放
た
れ
て
、
前
進
し
た
と
き
に
時
計
回
り
に
回
転
す
る
の
が
甲
矢
（
は
や
、

早
矢
・
兄
矢
と
も
書
く
）
で
、
逆
が
乙
矢
（
お
と
や
、
弟
矢
と
も
書
く
）
で
あ
る
。
甲
矢
と
乙

矢
あ
わ
せ
て
一
対
を
「
一
手
（
ひ
と
て
）」
と
い
う
。 

区
は
海
面
下
に
沈
み
、
志
木
地
区
と
の
境
界
は
海
岸
と
な
る
。

　

気
温
は
今
よ
り
も
一
、二
度
高
く
、
温
暖
な
気
候
の
た
め
，
湧
き
水
や
海
産
物
が
豊
か
な
丘
陵
の
崖
線
に
は
人
々
が

好
ん
で
集
ま
っ
て
居
住
し
た
。

　
「
羽う
じ
状ょ
う

縄じ
ょ
う
文も
ん
土
器
」
の
発
見
・
・
・

　
「
縄
文
時
代
前
期
」
と
さ
れ
る
貝
塚
か
ら
、
矢や

羽ば
ね

状
の
装
飾
（
図
柄
、
様
式
）
の
文も
ん

様よ
う

（
図
柄
）
を
も
つ
土
器
が
発

掘
さ
れ
た
。「
羽
状
縄
文
」
と
命
名
さ
れ
た
由
縁
に
つ
い
て
は
、古
武
芸
の
一
つ
、「
弓
道
」
に
由
来
す
る
。
明
治
、

大
正
、
昭
和
の
時
代
を
経
て
、
規
格
化
さ
れ
、
ま
た
組
織
化
さ
れ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
普
及
し
た
「
弓
道
」
に

ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

　

矢
羽
は
矢
に
取
り
付
け
ら
れ
る
羽
で
、
一
本
の
矢
に
使
う
羽
は
裏
表
に
揃
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
弓
道
で
は
、

時
計
回
り
に
回
転
し
て
進
む
甲
矢
（
は
や
、
早
矢
、
兄
矢
と
も
）
と
、
そ
の
逆
の
乙
矢
（
お
と
や
、
弟
矢
と
も
）
と
の
一

対
を
一ひ
と

手て

と
い
い
、
甲
矢
か
ら
射
る
。

　

羽
状
縄
文
の
土
器
類
の
文
様
は
、
右
と
左
に
捻ひ
ね

っ
て
撚よ

ら
れ
た
二
本
の
縄
（
原
体
）
を
交
互
に
回
転
し
て
施
紋

す
る
方
法
で
作
り
出
さ
れ
、
縄
は
、
矢
羽
の
よ
う
に
、
時
計
回
り
と
反
時
計
回
り
の
双
方
に
捩
じ
ら
れ
て
い
る
。

現
代
で
は
広
く
使
わ
れ
る
「
右
ネ
ジ
」
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
い
「
左
ネ
ジ
」（
逆
ネ
ジ
）
形
式
が
、

双
方
、
ほ
ぼ
対
等
に
関
係
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

矢羽（鷲）
下が甲矢で上が乙矢
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矢
羽
は
、
矧
（
は
ぎ
）
と
呼
ば
れ
る
糸
で
箆
（
へ
ら
、
竹
の
部
分
）
に
固
定
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
鏃
側

（
鏃
は
、ぞ
く
、や
じ
り
）、の
矧
を
本
矧
（
も
と
は
ぎ
）、
筈
（
は
ず
、
矢
の
末
端
の
弦つ
る

側
の
矧
を
末
矧
（
う

ら
は
ぎ
）
と
い
う
。
そ
こ
で
、
矢
を
作
る
こ
と
を
「（
矢
を
）
矧
ぐ
」
と
も
い
う
。 

　

矢
羽
の
数
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
種
類
が
あ
り
、
二
枚
羽
は
原
始
的
な
羽
数
で
軌
道
が
安
定
し
難
い

が
、
儀
式
用
と
し
て
儀
仗
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
飛
ぶ
軌
道
の
安
定
性
を
得
る
た
め
に
四

枚
羽
と
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
矢
が
回
転
し
な
い
た
め
、
最
終
的
に
は
三
枚
羽
と
な
っ
て
、
矢
を
回

転
さ
せ
、
鏃
で
的
と
な
る
対
象
物
を
え
ぐ
り
取
り
殺
傷
力
が
強
化
さ
れ
た
。 

現
在
競
技
で
用
い
ら

れ
て
い
る
矢
は
、
す
べ
て
三
枚
羽
で
あ
る
。

　
「
羽
状
縄
文
土
器
」
は
、
制
作
す
る
と
き
、
胎た
い

土ど

（
原
材
料
の
土
）
の
中
に
植
物
の
繊
維
を
混
入
さ
せ
た
繊せ
ん

維い

土
器
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
繊
維
土
器
は
、
縄
文
時
代
早
期
及
び
前
期
の
土
器
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
が
、
土
器

の
焼
成
が
一
般
に
不
十
分
で
、
表
面
の
繊
維
が
抜
け
落
ち
、
細
か
い
溝
と
な
っ
た
も
の
が
多
い
。
但
し
、
内
部

の
繊
維
は
炭
化
し
て
残
存
し
、
断
面
は
表
面
の
白
っ
ぽ
い
部
分
に
挟
ま
れ
て
漆
黒
色
に
見
え
る
。
繊
維
は
、
主

と
し
て
イ
ネ
科
の
よ
う
な
葉
や
茎
が
繊
維
質
の
植
物
の
繊
維
を
よ
く
精
製
し
た
も
の
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
壁
土
に
混
ぜ
る
よ
う
な
粗
い
茎
や
草
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
も
の
で
は
な
い
。
土
器
の
底
部
以
外
で

は
、
繊
維
は
横
に
走
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
、
土
器
を
粘
土
紐
の
輪
積
み
に
よ
っ
て
制
作
す
る
た
め
、

予
め
粘
土
紐
を
引
き
延
ば
す
工
程
で
、
引
き
延
ば
さ
れ
た
粘
土
ひ
も
に
伴
っ
て
、
混
入
さ
れ
た
繊
維
が
横
に
走

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

繊
維
を
混
ぜ
た
の
は
、
粘
土
の
粘
性
を
抑
え
、
乾
燥
の
際
の
亀
裂
を
防
ぐ
た
め
と
考
え
ら
れ
、
関
東
地
方
で
は
、

早
期
中
葉
の
田
戸
上
層
式
か
ら
繊
維
土
器
が
現
れ
、
前
期
中
葉
の
黒
浜
式
を
最
後
に
消
失
し
た
。

　
縄
文
土
器
は
装
飾
的
に
・
・
・

　

繊
維
土
器
を
制
作
す
る
た
め
に
、
繊
維
を
粘
土
に
よ
く
な
じ
ま
せ
て
締
ま
っ
た
胎
土
に
す
る
た
め
に
、
様
々

な
縄
文
が
発
達
し
た
。
例
え
ば
、
関
東
地
方
で
は
、
花
積
下
層
式
、
関
山
式
、
黒
浜
式
に
、
羽
状
縄
文
を
初
め
、

コ
ン
パ
ス
文
、
ル
ー
プ
文
な
ど
の
縄
文
が
隙
間
な
く
器
面
に
施
さ
れ
た
。

　
「
関せ
き
山や
ま
土
器
」
と
「
黒
浜
土
器
」

　

関
山
式
の
縄
文
原
体
は
、
複
節
、
複
々
節
と
い
っ
た
複
数
回
に
わ
た
っ
て
撚
っ
た
非
常
に
複
雑
な
縄
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
東
北
地
方
で
は
、
円
筒
下
層
式
土
器
に
羽
状
縄
文
が
発
達
し
、
北
海
道
南
部
で
は
円

筒
下
層
式
の
系
譜
を
ひ
く
土
器
群
が
製
作
さ
れ
た
。
北
海
道
中
部
か
ら
道
東
地
方
に
か
け
て
は
、
北
筒
式
と
い

う
独
特
な
繊
維
土
器
が
作
ら
れ
た
。
関
山
式
土
器
は
、
縄
文
前
期
、
約6,500

年
前
の
も
と
さ
れ
、
奥
東
京
湾

に
沿
っ
た
埼
玉
県
蓮
田
市
の
関
山
で
発
掘
さ
れ
た
。

甲矢と乙矢
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「
黒
浜
貝
塚
」
は
、
蓮
田
市
に
所
在
す
る
。
大
宮
台
地
の
縁
辺
に
立
地
す
る
縄

文
時
代
前
期
か
ら
中
期
と
さ
れ
る
群
小
貝
塚
で
あ
る
。こ
こ
か
ら
発
掘
さ
れ
た「
黒

浜
式
土
器
」
は
、
胎
土
に
多
量
の
繊
維
を
含
ん
で
い
て
、
繊
維
は
焼
成
に
よ
っ
て

炭
化
し
、
断
面
は
漆
黒
色
で
、
こ
の
時
期
特
有
の
「
羽
状
縄
文
」
を
も
つ
。

　

右
撚
り
（
Ｚ
撚
り
）
の
撚
り
紐
を
縦
に
お
い
て
、
横
方
向
に
転
が
す
と
左
上
が
り

右
下
が
り
で
縄
目
が
平
行
に
並
び
、
左
撚
り
（
Ｓ
撚
り
）
の
撚
り
紐
を
同
時
に
、
縦

に
お
い
て
横
方
向
に
転
が
す
と
右
上
が
り
左
下
が
り
で
縄
目
が
平
行
に
並
ぶ
。
こ

れ
を
同
時
に
施
文
し
た
り
、
順
番
に
分
け
て
鳥
の
羽
の
よ
う
に
縄
文
を
器
面
に
施

文
す
る
技
法
が
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
羽
状
縄
文
」
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
は

す
で
に
述
べ
た
。

　
蓮
田
市
内
の
貝
塚
群
に
つ
い
て
・
・
・

　

埼
玉
県
の
東
中
央
に
位
置
す
る
「
蓮
田
市
」
は
、
市
内
中
央
を
南
東
方
向
に
向

か
う
「
蓮
田
台
地
」
と
、
そ
の
東
部
に
並
ぶ
「
黒
浜
台
地
」
と
を
占
め
、「
大
宮
台

地
」
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
間
を
流
れ
る
元
荒
川
及
び
西
の
境

を
流
れ
る
綾
瀬
川
周
辺
の
低
地
を
含
み
、JR

東
北
本
線
（
宇
都
宮
線
）
及
び
東
北
自

　
　

黒
浜
式
土
器

　

深
鉢
型
の
羽
状
縄
文
土
器

高
さ45.6cm

胴
回
り
は
、

上
か
ら
口
径40.5cm

 

頸
部

径28.0cm

　

底
径　

115cm

動
車
道
が
市
内
を
縦
断
し
て
い
る
。

　

縄
文
時
代
前
期
（
約
6
千
年
前
）
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
温
暖
化
に
よ
っ
て
東
京
湾
が
北
上
し
、「
奥

東
京
湾
」
を
形
成
し
て
お
り
、
蓮
田
市
の
遺
跡
群
は
そ
の
湾
岸
に
迫
っ
て
い
た
。

　

西
側
で
は
、「
関
山
貝
塚
」
が
発
掘
さ
れ
、
ま
た
、
東
側
か
ら
は
、「
黒
浜
貝
塚
」
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
の

貝
塚
群
か
ら
出
土
し
た
土
器
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
関
山
式
土
器
」
と
「
黒
浜
式
土
器
」
と
呼
ば
れ
る
由
縁
で
あ
る
。

考
古
学
で
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、「
標
識
遺
跡
」
と
し
て
、
ま
た
、
発
掘
さ
れ
た
土
器
は
、「
標
識
土
器
」
と
し

て
指
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
、
土
器
類
は
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
の
年
代
を
知
る
た
め
の
基
礎
資

料
と
な
っ
て
い
る
。

　
花は
な
づ
み
か
そ
う
し
き

積
下
層
式
土
器
は
・
・
・

　

奥
東
京
湾
を
隔
て
て
、
蓮
田
市
の
対
岸
に
位
置
し
て
い
る
「
春
日
部
市
」
か
ら
、「
花
積
貝
塚
」
が
発
見
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
土
器
は
、「
関
山
式
土
器
」
に
先
行
す
る
型
式
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
に
繊
維

を
多
量
に
含
み
、
撚
り
の
異
な
る
原
体
を
結
束
し
た
「
羽
状
縄
紋
土
器
」
で
あ
る
。

　

花
積
と
い
う
地
名
の
ハ
ナ
は
塙は
な
わの
類
語
で
台
地
の
こ
と
、
ス
ミ
は
住
む
の
意
で
あ
る
と
い
う
。
縄
文
時
代
か

ら
住
む
の
に
好
適
な
台
地
だ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
地
名
は
表
し
て
い
る
。
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拡
大
図

左
右
の
縄
文
が
交
差
し
た
文
様
、

一
対
の
対
掌
体
を
文
様
と
し
た
部
分

　

羽
状
縄
紋
土
器
の
文
様

　

こ
こ
に
示
し
た
土
器
は
、
縄
文
前
期
の
代
表
遺
跡
と
し
て
著
名
な
、
松
戸
市
の
「
幸
田
貝
塚
」
か
ら
出
土
し

た
深
鉢
型
の
「
羽
状
縄
紋
土
器
」
で
、
そ
の
一
部
を
拡
大
し
た
図
か
ら
、
鳥
の
羽
の
よ
う
に
縄
文
を
器
面
に
施

文
し
た
、
古
代
人
の
見
事
な
技
法
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
現
代
人
と
し
て
、
驚
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

試
み
に
、
こ
の
文
様
を
作
っ
て
み
よ
う
。
右
撚
り
の
撚
り
紐
を
縦
に
お
き
、

横
に
転
が
し
て
左
上
が
り
、
右
下
が
り
で
縄
目
が
平
行
に
並
び
、
左
撚
り
の
撚

り
紐
を
同
時
に
、
縦
に
お
い
て
横
方
向
に
転
が
す
、
右
上
が
り
左
下
が
り
で
縄

目
が
平
行
に
並
ぶ
。

　

そ
の
掌
体
（
鏡
面
に
対
し
て
）
を
つ
く
り
、
こ
れ
ら
を
粘
土
の
よ
う
な
柔
ら
か

い
面
に
押
し
付
け
れ
ば
よ
い
。
一
対
の
よ
り
紐
で
、
粘
土
の
表
面
に
羽
状
縄
文

土
器
の
文
様
が
出
来
上
が
る
。

　

左
図
に
示
す
の
は
、
縄
文
土
器
の
文
様
モ
デ
ル

　

中
央
に
鏡
を
置
き
、
左
右
に
は
、
二
本
の
茎
（
又
は
藁
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
左
と

右
に
捻
っ
た
鏡
像
体
の
紐
（
又
は
藁
）
と
、
こ
れ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
粘
土
面
に
押
し

付
け
た
土
器
の
文
様

松
戸
市
の
「
幸
田
貝
塚
」
か
ら
出
土

し
た
、深
鉢
型
の
「
羽
状
縄
紋
土
器
」
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